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映画でも小説でもテレビドラマでも、人気の出た作品にはパ

ート2が作られる。だからきっと出ると思いましたよ。インター

ネットIIというのが。

【意外に真剣なインターネットII】

インターネットのことはインターネットの中で探してみまし

ょう。Potential Structureと書いてある図（図1）があるのだけれ

ども、これは完成予想図とは違うのかな。

この中のGigaPOP（ギガポップ）というのがキーワードのよう

ですね。POPとは元来、Point Of Presenceというもので、アク

セスポイントの意味ですが、そこにその個数が載っています。

それによると、米国とカナダの各州にPOPを1つずつ設けると

ある。これが本当だとPOPがたくさんできる。ひょっとしてア

メリカの大統領選挙の前に書かれた資料だったりして。

まあ、アメリカはよしとしましょう。ヨーロッパに10とあり、

その下にはアジアに5、ラテンアメリカに5とあります。

【研究ネットワークの役割の再認識】

インターネットの歴史をたどると、1969年から1990年までは

米国国防省の予算で研究用のネットワークとして運営されてい

たARPAネットが全米科学財団（NSF）の運営するNSFnetに引

き継がれて、1995年の4月30日まで運用されました。

その後はいわゆる商用ネットワークの大盛況ということにな

りますが、現在はかえって研究ネットワークの役割が見直され

ているように思います。

インターネットの技術はいまだ発展途上にあるので、どうし

ても実験や試行を行う必要があります。そういう実験研究は、

商用のネットワークの上ではやりにくいことがあるのです。

また、NSFnet時代には中心部のバックボーンの上で統計が

とられていて、WWWによる利用が全体の何パーセントだとか、

国別のパケット数などが公開されていました。このような情報

公開も研究用のネットワークのほうが容易なようです。

結局、商用のネットワークの役割を大いに認めたうえで、研

究ネットワークにも価値を見出したというのが現状ではないか

と思うのです。

【APANて何だ】

ところで、この図が載っているAPAN.NETというのは何でし

ょう。IPアドレスを調べると143.248.172.51です。このアドレス

を逆に引くとhobak.kaist.ac.krですから、サーバーは韓国にあ

ることが分かります。KAISTは韓国科学技術院ですね。

では、なぜ韓国のサーバーにアメリカのインターネットIIの

情報が載っているのかというと、この完成予想図は国際会議が

開かれた時の講演資料（OHP）の一部なのです。もちろん会議

の全体の資料もあります（http://apan.net/documents/

minutes-nov96/index.html）。

その開催場所が韓国ではなくて早稲田大学とあるように、実

はこの会議は日本で開かれ、インターネットIIのほかにも発表

がありました。なおインターネットIIに関する詳しい資料は

http://www.farnet.org/ cheyenne/にあります。

【何ができるようになるのか】

一部のマスコミでは、インターネットのことをマルチメディ

アの代表選手だと喧伝していますが、現在のインターネットで

は画像や音声を十分に扱うことができません。もちろん全面的

にダメだとは言いませんが、相当に苦しいのが現状です。

これを発展させるには、まだ実験や試行が必要なのですが、

まず現段階の問題点を正確に把握するための測定技術から確立

する必要があります。測定は今でもできると思われるかもしれ

ませんが、まだ単純なことしかできないのであります。

また、ネットワークの上を流れる流量（トラフィック）の性質

を調べなければなりません。このようなことは従来の電話、つ

まり電気通信の世界ではある程度確立した技術なのですが、コ

ンピュータネットワークも、いよいよその域に到達することが

求められていると思います。
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a図1：Potential Structure
j http://apan.net/documents/minutes-nov96/ibm/Apan12.htm
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